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               性別に対する男女の意識比較調査  

「美人」と「金持ち男」はやっぱりお得？ 
－ 大きな声では言えない男と女のホンネ － 

 

 

 博報堂生活総合研究所は、2003年11月に10代～70代の首都圏男女393人を対象として、男女

の本音を明らかにするため、性別に対する男女の意識比較調査を実施致しました。この度、そ

の速報結果がまとまりましたのでご報告致します。 

 

 この結果、『世の中で得をしていると思うのはどんな女性か？』については、「美人」との回

答が男女とも６割を越えての１位となりました。「学歴の良い人」と答えた人は、男女とも非

常に少なく、「美人」が得をするという認識は、男女一致して根強いことが伺えます。 

 

 一方で、『世の中で得をしていると思うのはどんな男性か？』については、１位は男女とも

に「金持ち」となりました。但し、男性からの回答は５割を越えたものの、女性からの回答は

４割に届かず、両者の意識の差が浮き彫りとなりました。男性が思うほど、女性は「金持ち男」

が得をするとは思っていないようです。 

 

『男性と女性のどちらが得をする世の中か？』との質問に対しては、「どちらともいえない」

との回答が男女ともに７割前後を占めました。性別によって損得が大きく違うわけではない、

との認識が見受けられます。 

 

『異性からセクハラを受けたことがありますか？』との質問に対しては、約４割の女性が男

性から「セクハラ」を受けた経験がある、と答えています。一方、女性から「セクハラ」を受

けた経験があると言う男性も５％近く存在しています。男性の20人に1人が女性からセクハラ

を受けた経験がある、というのは意外な結果でした。 

 

 以下、調査の速報値をご紹介しますので、ご参照下さい。 

 

                調査対象 ：HILL NETモニター 393名（19-76歳 男女：首都圏） 

    調査方法 ：パネル郵送調査 

調査時期 ：2003年11月 

 

本件に関するお問い合わせ 

                 博報堂生活総合研究所      原田  tel 03-3233-6450 
 
                                
            



＜調査速報値＞ 

 

■「美人」が得をする世の中。「学歴のある女性」は得をしない！（図１参照） 

『世の中で得をしていると思うのはどんな女性か？』と聞いてみました。 

 １位は男女ともに「美人」（男性62.4％、女性61.7％）でした。一方で非常に少なかった回答は、

男女ともに「学歴の良い人」（男性1.0％、女性1.5％）で、女性は学歴があっても得をしない、と

男女ともに思っているようです。 

女性から見た２位は「性格の良い人」（7.7％）「頭の良い人」（7.7％）、男性から見た２位も「性

格の良い人」（12.7％）で、「性格の良い人」は男女ともに２位にランキングされました。但し男女

で5ポイントの開きがあり、女性の方が、性格が良くても女は得をしない、と思っているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな女性が得をしている世の中か
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■男女ともに「金持ち男」が得をしていると思っている。女性は男性よりも「学歴の良い男性」 

  を高く評価している。（図２参照） 

『世の中で得をしていると思うのはどんな男性か？』と聞いてみました。 

 １位は男女ともに「金持ち」。但し、男性の回答が51.8％に対し、女性は39.3％に留まりました。

世の男性が思っている程、女性は「金持ち男」は得をしていない、と思っているようです。 

 ２位は男女ともに「頭の良い人」（男性17.8％、女性17.9％）。３位は男女ともに「ハンサムな人」

（男性11.2％、女性10.2％）。４位は男女ともに「学歴の良い人」ですが、男性7.1％に対し、女性

は13.8％で6.7ポイントの開きがありました。女性は、男性以上に「学歴の良い男性」が得をする

世の中だと思っているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな男性が得をする世の中か
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■「性別」によって損得は大きく変わらないと思う。（図３参照） 

『男性と女性のどちらが得をする世の中か？』と聞いてみました。 

 「どちらとも言えない」が男女ともに最も多く、「性別」によって損得は大きく変わらないと思

っているようです（男性71.1％、女性68.4％）。 

 但し、男女とも「女性が得をする」との回答（男性21.8％、女性18.4％）が、「男性が得をする」

との回答（男性5.6％、女性11.7％）を上回りました。特に男性の側に「女性が得をする」という

認識が強いことは興味深いところです。 
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図３           男女どちらが得をする世の中か
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「異性からのセクハラ経験」がある女性は36.2％、男性は4.6％。（図４参照） 

『異性からセクハラを受けたことがありますか？』と聞いてみました。 

約4割の女性が、男性から「セクハラ」を受けた経験がある（36.2％）と答えています。その一

、女性から「セクハラ」を受けた経験がある、と答えた男性も4.6％に上りました。男性の20人

1人がセクハラを受けた経験がある、という意外な結果は、女性の社会地位向上の副産物なのか

しれません。 

 
図４           異性からのセクハラ経験について
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